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　99mTcの赤血球in　vivo標識は操作がin　vitro

標識に比べて簡便であるので，ルチン使用に有用

であると考えられるが，その安定性および心機能

検査への適応性について検討した．ピロリン酸

0．2mg／kgを静注後，30分して99mTcO4を静注し

てその後経時的に採血して検討した．赤血球活性

と血漿活性は前者が上昇，後者が下降の傾向にあ

るが，赤血球標識率は投与後10分～60分間は，

95．5±2％と狭い範囲で安定していた．これはHt

も関係なくしたがって標識率で補正することによ

り安定した循環血液量の測定をできる可能性があ

る．事実RISAで測定した値と比較すると極めて

良好な相関が認められた．従来99mTc標識物質に

よるRIアンギオは正確な循環血液量，心拍出量

算出等の定量化が行なえなかったが，本法によっ

て視覚化と定量化が可能と考えられる．
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　1251・．fibrinogenをpolystyrene　tubeに附着させ

thrombinを用いて1251－fibrin膜とし，これを1251－

fibrin　solid　phaseとして線溶能測定に用いた．1251－

fibrin　solid　phase作製はJ．　Gilmoreの方法に準じ

て行った．すなわちhuman　fibrinogenを精製，

chloramin　T法にて1251を標識，　polystyrene　tube

へ3時間かけて附着させ，これにthrombinを加

えて一層のfibrin膜を作った．測定時にはこの

tubeに検体を0．2　m1入れて一定時間脛置し，2m1
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のbufferを吹き込んで反応を停止させ，内容を測

定用tubeに移して遊離した1251－FDPをγ一scintil－

lation　counterにて測定した．　bufferでは1％以内，

400～500u／m1のUK，　SKでも2～3％の溶解を

みたのみであった．plasmin　1．25　cu／m1で卵ネ置時

間による溶解率をみると1時間以上では一定とな

り，以後の測定には30分卵呈置を用いた．測定感度

は本法では1．25×2－9cu／m1附近まで定量的に測

定可能であるが従来の平板法では×2－5cu／m1ま

でで約10倍の感度であった．plasminに対するt－

AMCHA　の抑制効果は濃度による抑制効果を直

線的に表示できた．また血漿中のantiplasmin活

性も32倍稀釈までは直線的に抑制効果を表示でき

たがそれ以上淡くなると急速に抑制効果を失うの

が認められた．

　血漿自体単独で線溶能を平板法で測定すること

は難しいが，本法では明確に証明出来，血漿濃度，

艀置時間のいずれにも一定の関係が認められた．

この線溶能はt－AMCHAで抑制出来ず，補体の

関与を示唆する成績を得ているがさらに検討して

行きたい．
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　われわれは高価な情報処理装置を用いることな

く，シンチカメラとmultifOrmat　image装置（ガ

ンマイメージャ）との組合せによって，1枚のフ

イルム上に心プール（あるいは心筋）スキャンで

の1心拍内の左室の動きを任意のフレーム数で撮

像できる装置を考案し，その基礎的，臨床的検討

を行った．1心拍を任意のフレームに分割し，ま

たその1つのフレームのexposure　timeを任意に
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